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【タテの問題】
１　11月23日は＿感謝の日
２　クロックは置時計、ウォッチは＿
３　呼吸を意識して姿勢を保つ運動
４　女王のことを英語で
５　クマなどが冬の間休むこと
８　パソコンを操作する道具
９　思い浮かべること、＿がわく、＿をふくらませる
10　運動会の定番、＿競争
11　厳しい教育を俗に＿教育という
12　姉妹都市の北海道白老町には国立＿民族博物館があります
14　道端にある赤い箱のこと、郵便＿
15　髪を切ってくれるお店

【ヨコの問題】
１　小中学校の昼食
６　冬に着る防寒具のこと、コートともいう
７　イギリスの首都
８　人でいっぱいの様子、＿電車、＿御礼
10　複数回分をまとめて買うと安くなる、＿券
12　地中に住む小型の昆虫、働き＿、＿地獄
13　海外旅行に必要な身分証明書
16　ひとつのことから関連して次々出てくることを＿式という
17　さけの卵。おにぎりの具になります
18　麻や絹などの織物全般のこと
19　和服の袖の垂れた部分のこと、＿を分かつ

　つがる市民診療所前の交差点から下木造の方向を望んだ写真です。
昭和30年代の写真では、切妻造りトタン屋根の商家建築に加えて、茅
葺き屋根のお店も見ることができます。右手に写る洋風建築は戦前に
郵便局として建てられたもので、改築を経ながらも現存しています。
奥に見える林の向こうには、昭和46年(1971)の移転まで向陽小学校が
所在し、明治時代に建てられた木造校舎が長く使用されていました。
　写真中央を行く行列は永田地区の「お山参詣」で、長い御幣やのぼ
り旗を掲げながら歩いています。その左手には古田川が流れており、

河童を神様としておまつりした「スイコ様」のほこらがありました。現在は河川改修により川幅も狭くなりましたが、ス
イコ様にちなんだ「かっぱ広場」が整備され憩いの場となっています。
　この１枚の写真からは、建物や道路、河川といった街の風景の移り変わりだけでなく、地域に根差した伝統の変わらな
い姿についてもうかがい知ることができます。皆さまのお手元にもきっとある古写真は、つがる市の歴史・文化を将来へ
伝えるための貴重な資料となることでしょう。

（執筆者：文化財課　小林和樹学芸員）　古写真出典：つがる市役所総務課保管のアルバムより
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 タテ・ヨコの問題を解いていき、ＡからDの文字を並べて言葉を
作ってみよう！ヒント�本紙屈指の人気コーナー「我が家の＿」

クロスワードに挑戦クロスワードに挑戦!!

　クロスワード正解者の中から抽選で５名の方に
「つがーるちゃん折り畳みエコバッグ＆タオル」を
プレゼントします。（毎月25日必着）

　10月号の答えは
「シチリナガハマ」でした。
65名様より応募していただきま
した。
　当選者の発表は、賞品の発送を
もって代えさせていただきます。

応募方法：ハガキかQRコードからご応募ください。
QRコードの場合は、Googleへのログインが必要です。
記入事項：答え、住所、氏名、年齢、広報つがるに
対するご感想など。
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所　秘書政策課宛

きづくり今昔⑥
下木造

昭和30年代撮影 令和４(2022)年撮影



新しく入った本の紹介
📖178冊の中から４冊をピックアップ。　※本の表紙の画像は、各出版社の使用規程に基づいて掲載しています。

タイトル：  さよならデパート

著　　者： 渡辺　大輔

出 版 社： スコップ出版

スタッフより：2020年１月、山形の老舗デパート「大沼」
が自己破産を発表しました。約200人の従業員は即日解雇。
山形で事業を営み、大沼とも取引のあった著者が、関係者
の証言と資料で320年の歴史を辿り、繁栄と終焉の内側を
描くノンフィクションストーリーです。

タイトル：�野球の子

著　　者： かみじょう　たけし

出 版 社： 二見書房

スタッフより：奇跡のホームランを打った子、廃部寸前だっ
た小さな島の子、丸刈りを賭けて応援した子、「最も残酷な
一日」を経験した子…。高校野球大好き芸人・かみじょう
たけしが、スイングで人生を切り開く球児たちの物語を描
きます。

タイトル：おじゃましまーす
 作・絵  ：りとう　ようい
出 版 社： 金の星社

スタッフより：こばんざめはひっつくのが大好き。家主
の機嫌はおかまいなく、こばんざめがいいと思えば何に
でもひっつきます。エイにぴと！亀に、鳥に、ぞうにぴと！
海を飛び出し空を飛び、森を抜けて、お月様にくっつき
ますが…。愛らしいこばんざめのお話です。

タイトル：� たまごのはなし

著　　者： しおたに　まみこ

出 版 社： ブロンズ新社

スタッフより：ある日突然目を覚ましたたまご。はじめ
て歩き、はじめて話す。マシュマロを起こして、キッチ
ンの台を降り、探検にも出かけ…。読むほどに引き込ま
れる不思議なお話を３話収録しています。注目の絵本作
家、しおたにまみこ初の絵童話です。

〒038-3107　青森県つがる市柏稲盛幾世41番地（イオンモールつがる柏内）●電話：25-3131
開館時間：10：00～20：00　●11月の休館日：11月28日（月）

　お は な し 会　場所：セミナー・学習室

【おはなしひろばwithつがる市読み聞かせ隊】
日　時：11月20日（日）11時～11時30分
　つがる市で活動するボランティアの方が絵本の読み
聞かせなど、楽しいお話をします。

【えいごでおはなし会withＡＬＴ】
日　時：11月26日（土）14時～14時30分
　ALT(外国語指導助手)の先生が、英語の絵本の読み
聞かせをします。
【おはなしたいむwithとしょかんスタッフ】

日　時：11月27日（日）13時30分～14時
　スタッフが絵本や紙芝居の読み聞かせをします。乳
児から児童、その保護者が対象です。

　講　　座　　
【郷土学習講座】

主　催：NPO法人つがる野文庫の会
日　時：12月11日（日）10時30分～11時30分
テーマ：『青森県立木造高校の魅力』
　　　　～創立100周年を迎えるにあたって～
講　師：大瀬　雅生氏（青森県立木造高等学校校長）

　お し ら せ　　
【令和４年度放送大学青森学習センター公開講演会】
日　時：11月19日（土）13時30分～15時
場　所：セミナー・学習室
テーマ：コロナ禍を乗り切るために
　　　　－感染対策の基本と腸内環境が作る免疫力－
講　師：�弘前大学大学院保健学研究科（看護学領

域）教授
　　　　放送大学青森学習センター客員教授
　　　　藤田　あけみ氏
定　員：20名（参加無料）
※�事前予約が必要となりますので、図書館カウン
ターまたは電話でお申し込みください。

（定員になり次第、締め切りとさせていただきます）

【企画展示】2022「若い人に贈る読書のすすめ」
期　間：令和５年１月８日（日）まで
場　所：児童側入口近くの柱展示
　この一年間に出版された本の中から、読書推進
運動協議会が選定した、「新たな一歩を踏み出す若
い人」に読んでいただきたい本です。ぜひ手に取っ
てみてください。
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※イベントは、新型コロナウイルスの感染状況などにより変更・中止となる場合があります。
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